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　その島をHarithoelが端から端まで調べるのに、１時間弱の時間を要した。それから、彼が置いてきた、骨折したままで半ば砂に埋もれているS'Riizhのところに戻ってきた。moon sugarが、１箱、開けられていた。
　「おい、売り物に手を付けてるのかよ？」怒気まじりにHarithoelは尋ねる。
　「痛みを和らげるためさ」S'Riizhは言葉を返す。「どこまで流された？」
　「本土までは辿り着けなかったな」Harithoelは言った。「海岸線が何処にも見えないときた。いや、まったくもって。それに、喰えそうなものも何処にも見つからなかった。ただの雑草と、痩せっぽちの木が何本か」
　「他に生き残りは？」S'Riizhは尋ねる。
　「いや、俺たちだけのようだ。思うがね、もしも命が助かれば、１２人で金を分けるよりも、ずっと良い目が見られるだろうね」
　「そうさね、大金持ちか、それとも墓の下か」S'Riizhは言った。「気休めにはなるね」
　S'Riizhの方は直ぐにでも手当てが必要なくらいに傷が深いけれど、Harithoelは砂地に生えている雑草を編んでシンプルな宿を作り上ることが出来た。その小さな島に夜が訪れると、自分たちの密輸の計画について、そして、何が問題であったのかについて議論を交わした。５箱のmoon sugarを積んだ彼らの小舟は、Sanchariot号という別の小舟と、Hla Oadの沖合で落ち合う手筈になっていた。いったい、あの嵐を誰が予知できたであろうか？　いったい、勇敢なる船長から王家の一員とのコネを持った謎めいた人物まで、S'RiizhとHarithoelを除いて全員が海の藻屑と消えてしまうことを誰が予知できたであろうか？　その全ては、Boethiahあるいは残忍なユーモア・センスを持ち合わせた別のdaedrothによる気まぐれである、そのように彼らは結論づけた。
　飲料に耐える水を見つけ出すことが、最初の目標だった。そして、その探索は望みの薄いものであることが判明した。Harithoelが地面を深くまで掘り下げるけれど、ただ砂と岩ばかりで、一向に島の地下から水の湧き出でる気配は無いのだ。小柄の、素早い、黄金色の魚が海辺で泳いでいるのを見つけるまで、S'Riizhの心はパニックに捕われていた。どこかで彼の読んだ本によれば、その魚の体内には、血液のみならず、いつも少量の真水が含まれているのである。それを彼が捕まえれば、２人は生き長らえるだろう。骨折した両脚を引き摺る痛ましい狩人は、すぐに、その注意ぶかく機敏な小魚に向けて小石を投げつける破目になった。
　そのS'Riizhの徒労を暫らく眺めやってから、Harithoelは自分の仕事に取り掛かった。小振りのナイフでもって、長く真っ直ぐな木の枝を尖らせて、そうして１本の槍を作り上げたのだ。その魚を目掛けて幾度も突き刺してみるが、しかし、S'Riizhの投石よりも芳しい成果は得られなかった。
　「槍を使った経験は在るのかい？」S'Riizhは尋ねる。
　「俺の武器じゃない」言葉を返すと、その獲物を静かに見すえて、そして、波しぶきを上げながら捕えそこなって悪態を吐いた。「Nchow！」
　S'Riizhは笑ってみせる。「石を試してみるかい？」
　その言葉を無視して、Harithoelはブツブツと呟いた。「いま魚が居るところじゃなくて、その向かうところを目掛けて槍を突き刺す、そういう芸当を聞いたことが在るな。もう少しだけ、連中の動きに目を凝らしていれば良いんだ。何だって、こんな小さな槍でも、水の中で真っ直ぐに進んでくれないものかねぇ？」
　それから１時間ほどバタバタと手足を動かしていたHarithoelは、幸運にも、何とかして一尾の魚を槍で捕えた。男たちは、それを引き裂いて生のままで食べてしまった。数日と数週間が過ぎて、槍の扱いに長けていったHarithoelは、見事な精度でもって機敏に獲物を捉えられるまでになった。槍を投げても、それを足元に突き入れても、魚に当てられるようになった。火をおこすのはS'Riizhの仕事だが、まだ足の傷が癒えていないため、食料についてはHarithoelに頼りきっていなければならなかった。
　その島での生活が始まって２ヶ月ほどが経った頃に、２人の男は水平線に漂う１艘の小舟を見つけた。彼らは篝火〔かがりび〕を焚いて、それに船員が目を留めた。近づいてくるに連れて、それこそ、あの嵐の夜に落ち合うはずであったSanchariot号に他ならないことに気づいた。その船上の密輸人たちが、moon sugarにタップリの代金を支払ってくれるだろう。S'Riizhが僅かに使ってしまったけれど、幸運にも、その残された５箱は殆ど満杯に近いのだ。まさにHarithoelの言葉どおり、ただ２人は助け出されるだけではなくて、こうして金持ちになるだろう、という訳である。
　興奮の冷めやらぬままHarithoelはS'Riizhを助け起こそうとして、その彼が自力で立ち上がるのを見て驚いてしまった。
　「おまえ、歩けるのか！」彼は笑みを零す。「奇跡だ！」
　「でも、S'Riizhは、すっかり良くなったという訳じゃないんだ」S'Riizhは答えた。「箱を集めてくれないかい？」
　遂に漸やくにして訪れた救助を大いに喜びながら、Harithoelはmoon sugarの箱を集めて積み重ね始めた。「しかし、相棒、歩けるようになったんなら、そう言って欲しいな。この数ヶ月ずっと、ディナーを槍で仕留めるのに、お前の手が借りられたろうに」
　「だけど、S'Riizhは見ていたよ」S'Riizhは言った。「ただ見ているだけでも、どれだけ多くのことが学べるか、それには君も驚くだろうね。その木陰の５箱目を忘れないで」S'Riizhは足を引き摺りながら海辺に向かうと、あの小舟の上陸まで数分ばかりであることを見て取った。「それから、S'Riizhは聞いていたよ。１２人よりも２人で金を分ける方が良い目を見られるって君が言った時にも、S'Riizhは、それを聞いていたんだよ」足を引き摺りながら、S'Riizhは木陰の箱のところに戻ってきた。「それでね、１人で分けた方が、ずっと良い目を見られるってことをS'Riizhは思い付いたのさ」S'RiizhはHarithoelの頭から槍を引き抜く。その槍の描く軌道は完璧だった。その箱を取り去ると直ぐに、枝の間から槍が降ってくるという仕組である。S'Riizhの計画どおりに。「君の教えてくれたようにね、これこそ、獲物の行き先を予想して槍で狙うという、あの芸当なんだよ」
　S'Riizhは海辺まで箱を押していくと、やってくる小舟に向けて手を振ってみせた。
